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                               令和 6 年１２月１７日 
宮城県農業再生協議会 

 

１ 基本方針 

 

水田農業の振興については、国の米政策改革により、平成30年産米以降、生産者や集荷業者・団体

など産地自らの判断により、需要に応じた米生産に取り組むこととなった。本県では当面の間、県農業再

生協議会が「生産の目安」等を設定して、地域農業再生協議会に提示し、需要に応じた生産と水田フル

活用に取り組むこととした。 

 

令和６年産の主食用米については、主食用米の消費が年々減少していることや、転換作物の定着が

進んでいる状況等を踏まえ、「生産の目安」を前年と同水準の、数量307,489 トン、面積56,935ha と設定

し、地域農業再生協議会へ令和５年12月に提示した。その後、地域間調整等を実施し、作付面積で

56,921ha とした。水田フル活用に向けた取組については、「水田活用の直接支払交付金」等の国の各種

支援策や、県独自の「水田活用による園芸作物拡大・定着促進事業」等を有効に活用することで、大豆・

麦類、園芸作物、新市場開拓用米、加工用米等への転換を誘導し、農業所得の向上と競争力の高い水

田農業の実現に取り組んだ。 

 

しかし、令和６年産主食用米の作付面積は 58,400ha となり、「生産の目安」を 1,465ha 上回った。作付

転換の推進により、新市場開拓用米や加工用米等の取組は拡大した一方で、飼料用米の取組が大幅に

減少した。これは、令和５年産の米価の回復基調や、飼料用米の一般品種に対する戦略作物助成の交

付単価引き下げが大きく影響したためと考えられる。 

 

米をめぐる状況については、令和５年産米の販売が堅調に推移したことから、令和６年６月末の全国の

民間在庫量は153万トンと、前年同月から44万トンの減となった。本県においても、令和６年６月末の民

間在庫量は9.1万トンと、平成25年以降で最も低い水準となった。令和６年産米のＪＡ概算金は「ひとめ

ぼれ」の１等米で19,500円/60kg と、前年産から大幅に引き上げとなり、生産者の所得向上が期待される

一方で、今後も米価の安定を図るためには、需要に応じた米づくりの推進がますます重要である。 

 

国が令和６年10月に公表した「米穀の需給及び価格の安定に関する基本指針」（需給見通し）では、

全国の令和７/８年主食用米等需要量の見通しは令和５/６年より 42万トン少ない663万トンとされたが、

令和７年産主食用米の生産量見通しを令和６年産の生産実績と同水準の683万トンと設定し、令和８年６

月末在庫量は182万トンまで増加させる見通しとした。 

 

県農業再生協議会では、国の需給見通しや生産現場の声を踏まえ、令和７年産においても主食用米

の「生産の目安」を設定し、地域農業再生協議会等と連携して需要に応じた米生産に取り組むこととす

る。本県は米の主産県として、消費者や実需者が求める米を安定供給する責務がある一方で、主食用米

の需要量は長期的には減少傾向であることから、農業経営の安定に向けては、水田フル活用による転換

作物の安定生産が重要となっている。このため、収益性の高い園芸作物、水田フル活用の重点作物であ

り国内生産の拡大が求められている大豆・麦類、畜産業の盛んな本県の特徴を生かした飼料作物等の本

作化に向けた取組や、需要拡大が見込まれる新市場開拓用米や加工用米の取組を支援し、農業所得の

向上と競争力の高い宮城の水田農業を実現していく。  
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２ 主な作物別の誘導方向 

 

（１）主食用米 

令和５年産米の堅調な需要により民間在庫量が低い水準となったこと等から、令和６年産のＪＡ概算金

は大幅に上昇し、生産現場では農業所得向上への期待と主食用米の生産意欲が高まっている。米の主

産県として売れる良質米づくりを推進する一方で、主食用米の需要は長期的には減少傾向にあることを

踏まえ、米価安定のためには需要に応じた適正な生産量の維持に努める必要がある。 

そのため、主食用米の「生産の目安」は、国が示す主食用米の適正生産量に本県産米のシェア率を乗

じた328,547 トンに設定し、需要に応じた生産・販売の取組を一層徹底していく。高品質で良食味な米づ

くりに取り組むとともに、低コスト・省力化技術の普及や農地の集積・集約化等による生産コストの低減や、

だて正夢、金のいぶき等付加価値の高い米の生産を推進する。 

 

◆令和７年産「生産の目安」       ６０，１９９ｈａ（３２８，５４７トン） 

 

 

（２）園芸作物 

水田農業の高収益化に向け、ばれいしょ、たまねぎ、えだまめ、さつまいも、ねぎ等の需要があり、収

益性の高い園芸作物の作付拡大を推進する。園芸作物の拡大に当たっては、機械化一貫体系の推進や

アグリテック導入等による省力化や生産性の向上を図るとともに、露地園芸の新規及び大規模作付の取

組を支援する。 

 

◆令和７年産推進目標      ４，２４７ｈａ   

 

 

（３）大豆・麦類 

大豆・麦類は、本県水田農業の基幹作物であり、国内生産の拡大が求められていることから、水田フル

活用の重点作物として、需要に応じた作付や生産性の向上に取り組み、実需者と一体となった産地づくり

を推進する。また、産地づくりに当たっては、国の麦・大豆生産技術向上事業等の支援策の活用ととも

に、作付拡大の取組を支援する。 

 

◆令和７年産推進目標  大豆  １１，５００ｈａ  

麦類   ２，７００ｈａ  

 

 

（４）備蓄米 

備蓄米は、令和６年産の落札実績により獲得した県別優先枠（11,972 トン）が設定されており、安定した

政府買入が見込まれていることから、水田フル活用の取組の一環として推進する。 

 

◆令和７年産推進目標      ２，８００ｈａ （１４，８００トン） 
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（５）飼料用米 

飼料用米は、米態様の主要な転換作物となっており、令和６年産では大豆に次いで取組面積が多かっ

た。本県では一般品種の作付割合が約半数を占めているが、令和６年産から一般品種に対する戦略作

物助成の交付単価が段階的に引き下げられていることから、収益性の確保に向け、多収品種への作付

誘導や、乾田直播等の低コスト生産の取組を支援する。 

 

◆令和７年産推進目標      ４，５００ｈａ （２８，４００トン） 

 

 

（６）加工用米 

加工用米は、酒造用や加工食品用を中心に実需と連携した取組が行われており、需要に応じた安定

的な取引を継続していくため、低コスト生産や複数年契約の取組を支援する。 

 

◆令和７年産推進目標       １，０００ｈａ （５，３００トン） 

 

 

（７）新市場開拓用米（輸出用米） 

新市場開拓用米（輸出用米）は、実需との連携により、取組が年々拡大している。国では米輸出の飛躍

的な拡大に向け、更なる取組拡大を推進している。米の輸出による産地づくりに向け、低コスト生産等の

取組を支援する。 

 

◆令和７年産推進目標       １，３００ｈａ （６，９００トン） 

 

 

（８）ＷＣＳ用稲・飼料作物 

ＷＣＳ用稲及び飼料作物は、農業産出額に占める畜産の比率が高い本県の特徴や飼料価格の高騰

から、耕畜連携による持続的な取組拡大により飼料自給率向上が期待される。このため、畜産業や飼料メ

ーカー等実需と結びついた産地づくりに向け、販売先を確保した作付拡大の取組を支援する。 

また、新たな取組として関心が高まっている子実用とうもろこしの作付拡大や定着を推進する。 

 

◆令和７年産推進目標  ＷＣＳ用稲                             ３，０００ｈａ 

        飼料作物 （牧草、飼料用とうもろこし（子実用を含む）等） ５，０００ｈａ 

                    ※飼料用米、ＷＣＳ用稲を除く 

 

 

（９）米粉用米 

 米粉用米については、小麦の代替としてだけではなく、グルテンフリー食品等、新たな用途として需要

の拡大が期待されている。このため、米粉用米の安定供給に向けて、低コスト生産等の取組を支援する。 

 

   ◆令和７年産推進目標      １００ha （５３０トン） 
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３ 主食用米の「生産の目安」と主な作物別推進目標 

 

 

 

 

(単位：ha）

R4 R5 R6

（実績） （実績） （実績見込）
生産の目安
及び目標

R6実績
との差

① ② ②－①

57,000 57,200 58,400 60,199 1,799

3,419 3,312 3,272 4,247 975

11,293 11,106 10,950 11,500 550

2,323 2,584 2,575 2,700 125

2,155 2,144 2,214 2,800 586

10,416 9,801 7,234 4,500 ▲ 2,734

653 626 945 1,000 55

727 894 1,155 1,300 145

2,672 2,757 2,974 3,000 26

155 103 86 100 14

5,901 5,966 5,347 5,000 ▲ 347

545 532 465 450 ▲ 15

※データは地域農業再生協議会の報告に基づく（基幹作＋二毛作）。

※実績は畑地化促進事業の活用面積を除く。

10 284 622
(10) (274) (338)

園芸作物

R7

主食用米

【参考】畑地化促進事業活用面積の累計値　※括弧内は当年値

　活用面積（ha）

大豆

麦類

備蓄米

飼料用米

加工用米

新市場開拓用米

WCS用稲

米粉用米

飼料作物

そば


